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信頼感と安心感を持ったことと思わ る。一方で先生は、学部長会議の席上などでは、形式的な提案に対して、ざっくば んな口調で素早く明確な判断を示されるなど、優れたリーダーとし の一面を示 ることもしばしばあ た。　
この『武蔵野法学』第五・六号は、そうした先生のお力によって誕生したわが法学部法律 科・政治学科の
教員が、先生への深甚の感謝を込めて献呈する御退職記念論文集であり また同時に 今後 の庇護を離れ
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て努力していかなければならない我々の、先生へのご恩返しの意味を込めた決意表明でもある。　
先生のますますのご健勝をお祈りするとともに、我々の今後の努力に末永く温かいまなざしを向けていただ
きたいとお願い申し上げる次第である。
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